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研究成果の概要（和文）：本研究の目的は精神障害を対象とした就労場面における社会的スキル尺度（Social Skills 
Scale for Working prace: SSS-W）と就労場面における認知機能尺度（Vocational Cognitive Rating Scale: VCRS日
本語版）を作成することであった。研究終了時期までに全国11支援の利用者144名（男性52名、女性92名、平均年齢38.
67±9.156歳）から協力を得た。SSS-Wについて因子分析の結果、４因子20項目の最終版が作成され、十分な内的整合性
および併存的妥当性が示された。最終データ確定後、さらなる分析を実施予定である。

研究成果の概要（英文）：The purpose of this study were to development the assessment tools for social 
skills and cognitive function of people with schizophrenia at working scene. Subjects were 144 consumers 
(52 male, 92 female, 38.67±9.156 years old of average age) and their social functions were 
moderate（PANSS Positive Symptoms score 12.72±5.38，Negative Symptoms 14.52±6.12，General 
Psychopathology 30.22±10.73：GAF score 53.89±12.57. As a result of factor analysis, the final version 
of SSS-W was developed. This questionnaire has 20 items of four factors and sufficient internal 
consistency and concurrent validity of this scale were shown. Four factors were named “Communication for 
working place”(Cronbach's alpha .871)，“Greeting and non-verbal communication”(.878)，“Thoughtful 
communication”(.829)，“Basic skills for communication”(.772) respectively. The further analysis should 
carry out after final date assembled.

研究分野： 臨床心理学　精神科リハビリテーション　地域精神保健
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１．研究開始当初の背景 
平成 25 年 4 月 1 より障害者の法定雇用率

（民間企業）が従来の 1.8％から 2.0％へ引き
上げられた [1]。また雇用義務の対象につい
て，現行の身体障害者と知的障害者に加え，
平成 30 年 4 月をめどに精神障害者まで範囲
を拡大することも閣議決定されている[2]。こ
れらの政策提言は、従来からある精神障害を
もつ当事者の「就労したい」という希望をふ
まえたものでもあり、今後、精神障害者に対
する雇用ニーズが高まることが予想される。 

ところで，統合失調症をもつ人の就労も含
めた地域社会における転帰を予測する変数
として認知機能が注目されて久しい。今日の
統合失調症の転帰と認知機能との関連に関
する議論の嚆矢は Green（1997）[3]である
と考えられるが，最近同氏は知覚から就労を
含む社会的なアウトカムまでを包括した新
たな理論的枠組みを提出している[4]。この枠
組みに沿って，従来就労支援の現場で実施さ
れてきた支援技法および近年新たに提案さ
れている支援技法をみると，要素的な認知機
能から実際の就労，地域生活の支援まで，段
階に応じて有効とされる支援技法を挙げる
ことができる。しかし要素的認知機能と社会
的認知については、統制された実験空間ない
し検査場面で利用可能な評価法はあるもの
の、地域の支援機関や企業で利用可能な質問
紙形式の評価法は見当たらない。今後、地域
で就労支援を展開する中では簡易な質問紙
形式の評価法のニーズも高まることが予想
され、これらの開発には一定の意義があると
考えられる。 

 
２．研究の目的 
本研究の目的は下記の2つの評価尺度を開

発することであった。 
・精神障害を対象とした就労場面における社

会的スキル尺度（仮称Social Skills Scale 
for Work place：以下SSS-W） 

・精神障害を対象とした就労場面における認
知機能尺度（（The Vocational Cognitive 
Rating Scale（以下VCRS）日本語版）） 

 
３．研究の方法 
-対象（SSS-WおよびVCRS日本語版共通） 
1）収集協力機関（全国11機関）による支援を
利用中のもの 

2）ICD-10による診断が統合失調症、統合失
調感情障害のもの 

3）20歳以上の65歳未満のもの 
-研究デザイン 
クロスセクショナルデザインおよび縦断研究
による調査 
-評価ツール 
1)SSS-W 
「企業で働くにあたって最低限必要な人づき
あいのための行動」について支援者10名程度
にグループインタビューを実施して得られた
項目プール（SSS-W第一版、30項目、4件法）、

KISS18、LASMI   
対人関係領域 

2)VCRS日本語版 
バックトランスレーションと行ったVCRS日
本語版第一版、BACS-J、LASMI労働領域 
 
４．研究成果 
本研究終了時期の 2016 年 3 月までに全国

11 の支援機関を利用中の対象者 144 名（男
性 52 名、女性 92 名、平均年齢 38.67±9.156
歳）から協力を得られた。対象者の精神症状
の 平 均 値 は PANSS 陽 性 症 状 得 点 が
12.72±5.38、陰性症状得点 14.52±6.12、総合
精神病理得点が 30.22±10.73、GAF 得点が
53.89±12.57 であった。 
 
１）SSS-W 
 SSS-W 第一版データについて最尤法プロ
マックス回転による因子分析を実施した。こ
の結果、4 因子 20 項目の最終版が作成された。
４つの因子はその項目内容から①職場のコ
ミュニケーション（説明、相談、質問、報告）
（10 項目）、②あいさつとノンバーバルコミ
ュニケーション（5 項目）、③配慮あるコミュ
ニケーション（5 項目）、④基本的な会話スキ
ル（5 項目）、それぞれの因子の Cronbach's 
alpha は.871、.878、.829、.772 で内的整合
性は十分と考えられた（項目例は資料を参
照）。また KISS18 の各下位因子、LASMI 対
人関係領域得点とも有意な中程度の相関が
得られており、併存的妥当性を有することが
示唆された（表 1）。現在、いくつかの機関か
ら追跡データの到着を待っている状況であ
り、最終データが確定次第、再検査信頼性、
１年後の就労転帰データを用いた予測的妥
当性についても検討する予定である。 
 
２）VCRS 日本語版 
 本尺度は米国版のローカライズ尺度であ
り、新たに因子分析は実施しない。今後、原
版を参考に確認的因子分析を実施後、再検査
信頼性、統合失調症の認知機能障害の程度を
評価可能な神経心理検査でありBASC-Jおよ
び仕事の場での社会的機能を評価可能な
LASMI 労働領域得点との相関分析、１年後
の就労転帰データを用いた予測的妥当性に
ついて検討する予定である。 
 また上記２尺度の信頼性、妥当性を検討後、
１年後転帰について、いずれの機能（社会的
機能、要素的認知機能）がより影響を及ぼし
ているかについても検討する予定である。 
 
 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 
 
資料（SSS-W 項目抜粋） 
 
第一因子（10 項目） 
「職場のコミュニケーション（説明、相談、
質問、報告）」(Cronbach's alpha=.871) 
・体調について主観的な感覚だけでなく、
客観的な事実も交えて説明する 
（例：「なんだか不安です」だけでなく「4
時間ぐらいしか眠れなくて、いつもより仕
事に時間がかかります」と説明する） 
・業務についてわからないことがあった時、
相談する 
・依頼された作業をすぐに受けられない状
況の時、「できない」と答えるだけでなく、
その理由も説明する 
他 7 項目 

 
第二因子（5 項目） 
「あいさつとノンバーバルコミュニケーシ
ョン 」(Cronbach's alpha=.878) 
・業務の合間や終了時に「おつかれさまで
す」と声かけする 
・出勤時や退勤時に自分から進んで挨拶す
る 
・退勤時に「お先に失礼します」と声かけ
する 
他 2 項目 
 
第三因子（5 項目） 
「 配 慮 あ る コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 」
(Cronbach's alpha=.829) 
・自分が話したい時には、相手の状況や都
合に関係なく話す 
・人間関係のトラブルや悩みについて、上
司が同僚の都合や状況を考慮せず、頻繁に
確認する 
・会話の際、相手が話し終わるまで待つ 
他 2 項目 
 
第四因子（5 項目） 
・周囲の人の雑談を聞く 
・趣味や休日の過ごし方などなにげない話
題について自分の話をする 
・話題にあった表情や声の調子で話す 
他 2 項目 
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